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内水面資源動態研究 

 

霞ヶ浦チャネルキャットフィッシュ現存量推定 

 
外山 太一郎 

１ 目  的 

霞ヶ浦におけるチャネルキャットフィッシュ（以

下、CCF）の現存量動向を把握するため、ビームトロー

ル調査における CCF の入網量を用い、現存量の推定を

行った。 

 

２ 方  法 

解析には過去から 2021 年にかけてのビームトロール

調査（詳細はビームトロール調査の項を参照）で採捕さ

れた CCF の新規加入群の尾数データおよび Age-Length 

Key を用い、VPA 手法から各年の現存量を尾数基準およ

び重量基準の指数として推定した。 

 

３ 結  果 

推定された 2021 年の新規加入群の現存量指数（尾数

基準）は前年よりは大きかったものの、そのほかの年と

比較すると極めて小さかった（図１）。 

そのほかの年級における推定現存量指数（重量基準）

は、2 歳魚および 3 歳魚で少なく、4 歳魚および 5 歳魚

以上の産卵群で多かった（図２）。また、すべての年級を

足し合わせた全体の現存量指数（重量基準）としては、

2021 年は前年よりも減少し、2006 年以降で最低となっ

た（図３）。 

 

 

 

図１ 霞ヶ浦における CCF 新規加入群の推定

現存量指数（尾数基準） 

図３ 霞ヶ浦における各年の CCF 推定現存

量指数（重量基準） 

図２ 霞ヶ浦における年齢別の CCF 推定

現存量指数（重量基準） 
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網生け簀モニタリング調査 

 

佐野仁・＊佐野健人 

 

１ 目  的 

平成 15 年 10 月に霞ヶ浦・北浦で発生した KHV 病

により、網生け簀養殖コイは全量処分となった。そ

の後、平成 21 年より網生け簀養殖業は再開してい

る。網生け簀養殖業による環境への汚濁負荷を把握

するため、養殖再開後の水質および底質の変化につ

いてモニタリングを行う。 

 

２ 方  法 

(1) 調査地点等 

霞ヶ浦の手賀地区および北浦の江川地区（図 1）

において網生け簀養殖施設近傍に中央部（0m）、

中央部から 100m、中央部から 300m の 3 地点に調

査点を設定（図 2）し、夏季（8 月）および冬季（2

月）に調査を実施した。調査日は、霞ヶ浦が令和

3 年 8 月 3 日、令和 4 年 2 月 3 日、北浦が令和 3

年 8 月 5 日、令和 4 年 2 月 4 日であった。 

(2) 水質調査 

手賀地区および江川地区の各調査地点におい

て、上層及び下層で採水を行い、水質分析（COD、

TN および TP）に供した。COD は水産試験場内水面

支場、TN および TP は霞ケ浦環境科学センターで

分析した。 

(3) 底質調査 

前述の手賀地区および江川地区の各調査地点

に加え、霞ヶ浦では湖心、北浦では白浜沖におい

て、エクマンバージ採泥器（15×15 ㎝）を用い、

底質を採取し、底質表面上の約 100mL を底質分析

（TN、TP、強熱減量、含水率）に供した。底質分

析は霞ケ浦環境科学センターで分析した。 

 

３ 結  果 

(1) 水質調査 

①COD 

近年、手賀地区、江川地区ともに季節変化はみ

 られなかった。また、上層、下層とも、0m～300m

 で明瞭な差はなかった（図 3）。 

②TN 

手賀地区、江川地区とも冬季に高く、夏季に低

い傾向がみられた。経年変化は、ほとんどみられ

なかった（図 3）。 

③TP 

手賀地区および江川地区とも夏季に高く、冬季

に低い傾向がみられた。経年変化は、手賀地区、

江川地区ともに横ばい傾向であった（図 3）。 

 

(2) 底質調査 

①TN 

 手賀地区では 0m、100m、300m に差は見られな

かった。また、0m と湖心でも差は見られなかった。 

江川地区では近年、0m が 100m、300m および白

浜沖と比較しても低濃度になる傾向がみられた

（図 3、図 4、表 1）。 

②TP 

 手賀地区では 0m および 100m が 300m より高濃

度な傾向がみられていたが、近年は差が小さくな

っている。 

江川地区では 0m が 100ｍ、300m より高い傾向

がみられたが、令和 3 年 8 月は低く、令和 4 年 2

月は高くなった。（図 3）。 

③強熱減量、含水率 

強熱減量、含水率について、霞ヶ浦では湖心と

手賀地区 0ｍを比較すると、ほぼ同じ傾向を示し

た。江川地区 0m については令和 2 年 8 月から令

和 3 年 8 月は強熱減量、含水率ともに白浜沖より      

低い値であった（図４、表１）。 
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図２ 水質調査・底質調査の位置  図１ 霞ヶ浦・北浦における調査地点  
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図３ 手賀地区および江川地区の水質および底質の推移  
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図４ 網生け簀中央部と霞ヶ浦湖心・北浦白浜沖における底質の TN、TP、強熱減量、含水率の推移  
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内水面資源動態研究費 
 

涸沼ヤマトシジミ調査 
 

佐野 仁 
 

１ 目  的 

  ヤマトシジミの発生・生息にかかる水質環境を把握

する。また、毎年の稚貝発生状況及び成貝も含めた現

存量を把握し、資源管理型漁業の推進のための基礎デ

ータを収集する。 
 
２ 方  法 

（1） 水質環境調査  
  涸沼の大谷川沖に自記式水温塩分計を設置して連

続観測を実施した。 
（2） 稚貝発生状況調査 

令和 3 年 10 月 20 日に涸沼及び涸沼川に 30 地点を

設定し、軽量簡易グラブ採泥器を用い、採泥調査を行

った。涸沼は各地点の水深１～1.5ｍの１カ所で２回

採泥し、涸沼川は岸と中央部の２カ所で１回ずつ採泥

した。成貝と稚貝は過去の調査結果から得られた殻長

組成の頻度分布を基に、殻長 6 ㎜未満のものを当年に

発生した稚貝として扱った。調査地点毎に 1㎡当たり

の稚貝個体数を算出し、生息面積を乗じて稚貝の発生

個数を推定した。 

（3） 現存量調査 
平成 30 年に開始した大涸沼漁協との共同調査で、

これまではヤマトシジミの活性が高い夏季に行って

きたが、令和 3 年は新型コロナウィルスまん延防止の

ため延期となり、令和 3年 10 月 20 日の稚貝発生状況

調査と同時に同じ地点で採泥器を用いて行った。 
  採集した底質を目合 12 ㎜の選別器と目合２㎜のネ

ットを用いてふるい、漁獲サイズ（殻幅 12 ㎜）以上と

漁獲サイズ未満のヤマトシジミに選別した。それぞれ

について調査地点毎に計数し、１個体ごとの殻長と全

重量を測定し、１㎡当たりの現存量を算出し、生息面

積を乗じて涸沼・涸沼川全体の現存量を推定した。 

 
３ 結  果 

（1） 水質環境調査 
ヤマトシジミの産卵に好適な水温、塩分はそれぞれ

25～30℃、2.5～10psu である。 

水温は７月中旬に 25℃に達した。その後、８月中旬

に一度 25℃を下回ったが、再び上昇し９月上旬までは

概ね 25℃以上の水温が続き、それ以降は低下した（図

１左）。 

塩分は７月下旬から８月上旬に上昇し 2.5psu を上

回る日が続いた。その後、８月下旬以降低下し、2.5psu

を下回った（図１右）。 

水温 25℃以上の期間でヤマトシジミの産卵適塩分

が続いた期間は８月上旬から８月中旬の間だけであ

った。 

（2） 稚貝発生状況調査 
  ヤマトシジミの稚貝が 5,000 個/㎡以上採集された

地点は、涸沼で３地点、涸沼川で３地点であった。ま

た、涸沼では南岸の上流域、涸沼川では中流域で多い

ことが確認された（図２左）。令和 3年の涸沼・涸沼

川の稚貝発生量は、約 81 億個と推定され、昨年と同レ

ベルの高水準の発生量であった(図２右)。 

（3）現存量調査 
 涸沼・涸沼川の現存量推定結果を表１に示した。涸

沼・涸沼川全域のヤマトシジミ現存量は、漁獲サイズ

未満の小型貝が 3，937 トン、漁獲サイズ以上が 1,228

トン、合計 5,165 トンと推定された。涸沼と涸沼川で

は涸沼の方が多く、涸沼内では下流、南岸、北岸の順

で多かった。 

 調査を開始した平成 30 年からの現存量調査につい

て、図３に示した。漁獲サイズ未満、漁獲サイズ以上

とも令和元年が最も多く、その後減少し令和 3年が最

も少なかった。ただし、令和 2年まではヤマトシジミ

の活性が高い 8月に調査を行った結果である。 
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図 1 涸沼大谷川沖における水温・塩分観測結果（左：水温、右：塩分） 

 

 
図２ 稚貝発生状況調査結果（左：稚貝分布状況、右：年別稚貝発生量の推移）

 
表１ 涸沼・涸沼川におけるヤマトシジミ現存資源量 

 
図３ 涸沼・涸沼川ヤマトシジミ現存量の推移 

水域 サイズ別 個数（百万個） 重量（トン）
北岸 漁獲サイズ未満 33 31

漁獲サイズ以上 31 121
合計 64 152

南岸 漁獲サイズ未満 462 359
漁獲サイズ以上 130 399
合計 591 758

下流 漁獲サイズ未満 3,233 2,186
漁獲サイズ以上 129 383
合計 3,362 2,569

涸沼全域 漁獲サイズ未満 3,728 2,576
漁獲サイズ以上 290 903
合計 4,018 3,479
漁獲サイズ未満 1,645 1,361
漁獲サイズ以上 117 324
合計 1,762 1,686
漁獲サイズ未満 5,373 3,937
漁獲サイズ以上 407 1,228
合計 5,780 5,165

涸沼

涸沼川

涸沼・涸沼川全域

漁獲サイズ未満 漁獲サイズ以上 
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内水面資源動態研究費 

 

アユ遡上調査 

 

外山太一郎・根本隆夫 

 

 

1 目  的 

 久慈川及び那珂川においてアユの遡上状況を調

査し、関係する漁業協同組合や遊漁者等に対して情

報提供を行うとともに、資源の保全、増大策を検討

するための基礎的なデータを集積する。 

 

2 方  法 

(1) 調査期間・頻度 

2021 年 3 月から 5 月にかけて、毎週 1 回の頻

度で行った。本来であれば 2021 年 3 月は前年度

に相当するが、2021 年 4 月から 5 月と一連の調査

であるため、結果を併せてここに報告する。 

 

(2) 調査地点 

  久慈川では堅磐堰直下（常陸太田市堅磐地先）

を、那珂川では千代橋上流の岩盤の下流（城里町

下圷地先）を調査地点として設定した。 

 

(3) 調査方法 

  目合 30 節・2000 目の投網を用いてアユを採集

した。採集時には流水中の水温を測定した。採集

したアユは氷冷して内水面支場へ持ち帰り、生鮮

状態で個体数の計数と体長・体重の測定を行った。 

 

(4) 広報活動 

遡上アユが採集された場合には、調査日もしく

はその翌日を原則として「アユ遡上速報」を作成

し、FAX や電子メールを用いて関係機関に情報を

提供した。また、内水面支場 HP にも速報を掲載し、

一般遊漁者への情報提供を行った。  

 アユ解禁前には、遡上状況を取りまとめた「ア

ユ解禁前情報」を作成し、関係機関への情報提供

および内水面支場 HP への掲載を行った。 

 

3 結  果 

  調査の結果を、次頁以降の「アユ遡上速報」お

よび「アユ解禁前情報」として情報提供した。
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内水面資源動態研究費 

 

アユ流下仔魚調査 

 

外山太一郎・高濱優太・根本隆夫 

 

1 目  的 

 久慈川におけるアユ仔魚の流下状況を採集調査

により把握し、資源の保全、増大策を検討するため

の基礎的なデータを集積する。 

 

2 方  法 

(1) 調査期間及び回数 

期間はアユの産卵期に合わせ、令和 3 年（2021 年）

10 月から 12 月にかけて、10 月から 11 月までは各

月 2 回、12 月は１回の計５回実施した。 

 

(2) 調査地点 

久慈川河口から約 9 km に位置する久慈川落合橋

（常陸太田市落合町地先）で調査を行った。なお、

例年は里川にかかる新落合橋（同じく落合町地先）

でも同様の調査を実施していたが、同橋が令和元年

台風による出水で流されたため、里川における調査

は実施しなった。 

 

(3) 採集およびデータ取得 

採集には改良型ノルパックネット（口径 45 cm、

目合い 0.335 mm）を用い、流心の表層および底層の

2 か所に網をそれぞれ設置した。過去の知見に基づ

き仔魚は昼間にほとんど流下しないものと仮定し、

採集は一回の調査につき、午後 6 時から翌日午前 6

時まで、2 時間毎に各 5 分間の頻度で計 7 回実施し

た。河川断面積を算出するため、採集開始前には橋

上から等間隔に水深を測定した。調査時間中は 30分

おきに流速を測定した。 

 

(4) サンプル処理 

サンプルは 500ml ボトルに入れ、10％濃度になる

ようホルマリンを加えて固定した。その後、実験室

でサンプルを水洗し、食紅（ローズベンガル）水溶

液で染色後、アユ仔魚を選別して計数し、エタノー

ルで保存した。 

 

(5) 流下仔魚数の推定 

○各調査日毎の流下仔魚数の推定 

流量法に基づいた以下の計算により、午後６時か

ら午前６時まで２時間おき計７回の採集時の流下

仔魚数をそれぞれ求め、それらをすべて足し合わせ

ることで調査日あたりの総流下仔魚数を推定した。 

 

採集個体数（尾）÷濾水量（m3） 

＝流下仔魚の密度（尾/m3）…① 

 

流速（m/s）×川の断面積（m2） 

＝河川の流量（m3/s）…② 

 

①×②＝１秒あたり流下仔魚数（尾/s）…③ 

 

③×60×60×2 

＝2 時間毎の流下仔魚数（尾/2h） …④ 

 

調査日における④を合計＝調査日の総流下仔魚数 

 

○令和 3 年級の流下仔魚数の推定 

 求めた調査日毎の総流下仔魚数を用い、それぞれ

の調査日と調査日の間の流下仔魚数を線形で推定

することで、期間を通した総流下仔魚数（＝令和 3

年級の総流下仔魚数）を求めた。線形補正するにあ

たっては、10 月 1 日および 12 月 31 日の流下仔魚数

をそれぞれ 0 尾と仮定した。 

 

3 結  果 

各調査日における時間ごとの流下仔魚採集数を

表１に示した。また、2-(5)で示した計算方法により

推定した各調査日における時間ごとの流下仔魚数

を表２に示した。 

10 月 5-6 日の調査では、表層の一部の時間帯での

み流下仔魚が採集されたが、それ以外の調査日にお

いては、表層・底層ともにほぼすべての時間帯で流

下仔魚が採集された。推定した総流下仔魚数は 11月

11-12 日の調査で最も多く、24,322,795 尾、10 月 5-

6 日の調査で最も少なく 11,411 尾であった。 

平成 18 年から令和 3 年級までの総流下仔魚数を

図１に示した。令和 3 年級の総流下仔魚数は 6.1 億

尾で、平成 18 年から令和 2 年級にかけての平均 6.4

億尾よりやや少ないが、令和 2 年級の 4.4 億尾より

も多かった。
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表１ 各調査日における時間ごとの流下仔魚採集数（単位：尾） 

 

 

表２ 計算により求めた各調査日における時間ごとの流下仔魚数（単位：尾） 

 

  

12月

5-6日 28-29日 11-12日 25-26日 15-16日

表層 18:00-18:05 0 14 95 9 4

20:00-20:05 0 25 473 22 4

22:00-22:05 0 52 301 89 12

0:00-0:05 1 90 295 77 15

2:00-2:05 1 78 337 126 6

4:00-4:05 1 44 174 73 2

6:00-6:05 0 8 27 48 0

底層 18:00-18:05 0 6 113 2 3

20:00-20:05 0 23 509 19 19

22:00-22:05 0 29 352 26 23

0:00-0:05 0 170 358 101 19

2:00-2:05 0 215 312 136 18

4:00-4:05 0 126 223 102 10

6:00-6:05 0 30 133 38 3

10月 11月

12月

5-6日 28-29日 11-12日 25-26日 15-16日

表層 18:00-19:59 0 59,719 405,238 38,391 17,063

20:00-21:59 0 106,642 2,017,657 93,845 17,063

22:00-23:59 0 221,814 1,283,964 379,644 51,188

0:00-1:59 3,804 383,909 1,258,370 328,456 63,985

2:00-3:59 3,804 332,722 1,437,528 537,473 25,594

4:00-5:59 3,804 187,689 742,225 311,393 8,531

6:00-6:59 0 34,125 115,173 204,752 0

底層 18:00-19:59 0 51,188 964,039 17,063 25,594

20:00-21:59 0 196,220 4,342,442 162,095 162,095

22:00-23:59 0 247,408 3,003,025 221,814 196,220

0:00-1:59 0 1,450,325 3,054,213 861,663 162,095

2:00-3:59 0 1,834,234 2,661,772 1,160,260 153,564

4:00-5:59 0 1,074,946 1,902,485 870,195 85,313

6:00-7:59 0 255,940 1,134,666 324,190 25,594

総流下仔魚数 11,411 6,436,882 24,322,795 5,511,233 993,899

10月 11月
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図１ 平成 18 年級から令和 3 年級までの総流下仔魚数 


